

















DDR (Disarmament, Demobilization and Remtegration) is now considered an
integral part of a post-conflict peacebuilding. Until recently, the three components
of D-D-R were considered as separated actions. The studies of DDR to date have
primarily focused on its conception of the individual cases to assess its practice.
Less attention was paid to analyzing the nature of DDR systematically in the
conflict resolution or peacebuilding field. In this article, the author focuses on the
evolution of DDR in order to find out its beginning and importance as part of an
integrated program.
キーワード:多機能型平和維持活動、平和構築、 DDR、紛争解決、国際連合



































5) "Report of the Secretary-General: The role of United Nations Peacekeeping in Disarmament
Demobilization and Reintegration"; UN document, S/2000/101, February ll 2003, para.
6)山根達郎「国際平和活動におけるDDR-平和維持と平和構築との複合的連動にむけて-」、大阪大学大学院国際
公共政策研究科　博士論文　2005年。
7 ) Hinako Toki, Peace-building and the Process of Disarmament, Demobilization, and Reintegration: the




























平和構築との複合的連動にむけて-」、大阪大学大学院国際公共政策研究科　博士論文　2005年、 Mats R. Berdal,
Disarmament and Demobilization after Civil Wars," Adelphi Paper, No.303, 1996., Kees Kingma "Post-
war Demobilization, Reintegration and Peace-building," (Bonn: Bonn International Center for Conv
1999)., Kees Kingma, ed., Demobilization in Sub-Saharan Africa-The Development and Security Impacts,
(London: Macmillan Publishers, 2000), Joanna Spear, "Disarmament and Demobilization," in Stephen John
Stedman edリEnding Civil War, (Colorado: Lynne Rinner Publishers, 2002).など。
9 ) UN Document S/2000/101, op.cit., para. 9.
10) "Three approaches to Peace‥ Peacekeeping, peacemaking and peacebuilding" in Johan Galtung, Peace, War






























ll) Boutros Boutros-Ghali, "An Agenda for Peace," UN Document A/47/277-S/24111, 17 June 1992.
12) Ibid., para. 57.





15) Boutros Boutros-Ghali, "Supplement to An Agenda for Peace," UN Document A/50/60-S/1995/1, 3
January 1995.

































18) Boutros Boutros-Ghali, "An Agenda for Peace," para. 21.
19) Ibid., para. 50.
20) "Statement by the President of the Security Council; Maintenance of peace and security and post-conflict


























21) Ibid., para. 5.
22) "Report of the Secretary-General: The role of United Nations Peacekeeping in Disarmament,
Demobilization and Reintegration , UN Document S/2000/101, ll February 2003.
23) Ibid., para. 9.
24) Ibid., para. 3.
25) Ibid., para. 114.
26) "Harnessing institutional capacities in support of the disarmament, demobilization and reintegration of
former combatants, prepared by the ECHA Working Group on Disarmament, Demobilization, and
























27) Background Paper, drafted -as preparation for the ECHA DDR Working Group Paper on "Harnessing
lnstitutional Capacities in Support of DDR of Former Combatants," 6 June 2000, pp. 1-3.
28)上杉勇司、~F変わりゆく国連PKOと紛争解決一平和創造と平和構築をっなぐ』、明石書店、 2004年、 73貢。
29) "Report of the Panel on United Nations Peace Operations," UN Document A/55/305-S/2000/ 9, 21
August 2000, para. 18.
30) Ibid., para. 28.

































organization for Economic C0-operation and Development)の開発援助委員会(以下、



















OECDのDACは、 『21世紀における紛争、平和、開発協力(Conflict, Peace and
Development Co-operation on the Threshold of the 21st Century)』 (1997年)にお
いて、紛争予防という観点から、紛争後の平和構築に積極的に関わっていくことを宣言した。















35) Paul Collier, V.L. Elliott and Harvard Hegre., A World Bank Policy Research Report Breaking the
Conflict Trap: Civil War and Development Policy, World Bank, 2005.5.,邦訳　田村勝省　訳　F戦乱下の
開発政策』　シュプリンガー・フェアラーク東京　2004年、序文参風。
36) World Bank, Post-Conflict Reconstruction-the Role of the World Bank, 1997, pp. 24-25.
37) Ibid., p. 33.
38) OECD, The DAC Guideline Helping Prevent Violent Conflict, 2001.
http://www.oecd.org/dataoecd/15/5471886146.pdf (OECD web site) accessed at 2005.9.1.
39) Ibid., p. 41.
40) OECD, DAC Guideline and Reference Series; Security System Reform and Governance, 2005.
http://www.oecd.org/dataoecd/8/39731785288.pdf (OECD web site) accessed at 2005.09.01.
86 国際公共政策研究 第10巻第2号
機予防と復興(Crisis Prevention and Recovery)」である。この「危機予防と復興」が、







































センター(以下、 BICC: Bonn International Center for Conversion)の動員解除・平
和構築プロジェクト・リーダーであった　BICCはDDRに関する多くの報告書を出して
いるが、中でも、キングマがまとめた会議報告書、 『戦後の動員解除、社会再統合と平和構
隻(Post-war demobilization, reintegration and peace-building)』46)と、キングマの編
集によるアフリカの動員解除と社会再統合に関する著書、 『サブ・サ-ラアフリカにおける
動員解除-開発と安全保障のインパクトー(Demobilization in Sub-Saharan Africa-The
Development and Security Impact-)』47)に注目する。この2つの研究は、国連が一体とし
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告書のバックグラウンド・ベーパーの参考となっている。
1999年8月、 BICCとドイツの二国間援助支援機関ドイツ技術協力公社(GTZ : Deutsche
Geselleschaft fur Technische Zusammenarbeit)などの間で開かれた国際会議「武装解A
除の貢献と紛争予防への転換、そして、開発協力との関連性について(The Contribution
of Disarmament and Conversion to Conflict Prevention and its Relevance for
43) Berdal, op.cit., p. 17.ここで、ハーグルはその経済的意味については詳細に述べていないが、武器の経済的な側
面には、武器を売ることで金になるという点と、武器を持つことで、兵士やガードマン的な雇われ兵士になるなど
の職業の道具としての意味があると考えられる。
44) Berdal, op.ci亡., p. 15.
45) BICCについては、 BICC HP http://www.bicc.de/を参照のこと。キングマは、 2005年8月現在、世界銀行に勤
務している。
46) Kees Kingma, ''Convention Report: Post-war Demobilization, Reintegration and Peace-building," 1999.
http://www.bicc.de/ (BICC web site) accessed at 2005.ll.1.
47) BICC HPにDDRに関する多くの報告書や短報、ディスカッションペーパーが記載されており、中でも、 BICCと
ドイツの二国間援助機関GTZ (German Technical C0-operation)との共同研究によるDemobilisation and
Reintegration of Ex-combatants in Post-war and Trancition Countries (Eschborn: BICC, 2001)は、 1990
年代に実施された20カ国のDDRプログラムについて報告し、詳細にわたる分析を行っており、プログラムとして
のDDR分析として有益であるO　ここで選んだ会議報告書、 Kees Kingma, "Post-war Demobilization,
Reintegration and Peace-building,"は、 DDRに関する国連DPOによる最初の報告書"Principles and Guidelines
of Disarmament, Demobilization and Reintegration in a Peacekeeping Environment"が出され、国連のPK
Oもしくは平和構築活動におけるDDRに対する認識が高まっていく中で行われた会議に関するものであり、また、






























48) BICC HP http://www.bicc.de/events/peaconf/peaconf.php accessed at 2005.9.2
49) Kees Kingma ed, Demobilisation in Sub-Saharan Africa-The Development and Security Impacts,
(London: Macmillan, 2000), p. 19.





























http://www.mo fa.go.jp/mofaj/gaiko/pko/pdfs/ichiran.pdf accessed at 2005.1 1. 17.
53) Thmas M. Frank, "A Holistic Approach to Building Peace", Olara A. Otunnu and Michael W. Doyle eds.,
Peacemakir,堵and Peacekeepi柁g for the new century, (Oxford; Bowman & Littleheld publishers, 1998), p.




Operation)という表現や(Micheal W.Doyle, "Discovering limits and potential of peacekeeping-", in Olara
A. Otunnu and Michael W. Doyle eds., Peacemakir,堵and Peacekeeping for the new century, (Oxford;
Bowman　&　Littlefield publishers, 1998).や、 A.B.Featherston, "Peacekeeping, Conflict Resolution and
Peacebuilding: A Reconsideration of Theoretical Framework, Tom Woodhouse and Oliver Rambstoham,
eds‥ Peacekeeping and Conflict Resolution, (London; Frank Cass, 2000)),多国籍軍の活動を念頭に新たな
平和維持活動の形を考える多国間による軍事活動(Mdtinational Operation)を重視したものがある(John











ルバドル監視団)、 UNTAC (国連カンボジア暫定機構)、 ONUMOZ (国連モザンビーク活
動)、 UNOMIL (国連リベリア監視団)、 UNAVEME・IH (第2次および第3次国連アン
ゴラ監視団)、 MONUA (国連アンゴラ監視団)、 UNTAES (国連東スラブォニア、バラニヤ
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ンデート提案S/23671 (1991.3.20)5においては遅延なき動員解除を促すというマンデート












DDRが、マンデートに記載されているものとして、 UNTAG、 ONUCA、 UNTAC、
UNOSOME、 UNOMIL、 UNMOT、 UNAVEMIII、 UNCRO (国連クロアチア信頼回復
活動)、 MINUGUA (国連グアテマラ人権監視団)、 MONUA、 MINURCA、 UNOMSIL、
UNAMIL、 MONUC (国連コンゴ民主共和国ミッション)、 UNMIL (国連リベリア・ミッ
ション)、 UNOCI (国連コートジボアール・ミッション)、 MINUSTAH (国連-イチ安定
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* Dis : Disarmament, Demo: Demobilization,強制Dis:強制的に武装解除。
*-(矢印)の後が拡大マンデート。
* 1 :強制的武力行使による武装解除の試み。





























































は、 DDRの一体化は、 『平和-の課題:追捕』が出され、 UNAVEMIHの派遣が決定した
1995年を起点としてその実践を積むことによって、 1999年の安保理議長声明に一体化とし
てのDDR概念が結実したと考える。その概念の萌芽は、 1978年のUNTAGにみることがで
きた。本稿は、実際の活卿こ基づいたDDR研究が増加する中で、その概念の形成を整理し、
より広い平和構築の一部として、 DDRを理解しようと努めたものである。しかしながら、
本稿は、 DDRという拡大する概念を、国連の平和維持活動とその周辺からのみ考察しよう
とするものであり、また、多国籍軍や地域機構によって実施されたDDRについては除外し・
ている点において不足がある点は否めない。加えて、こうして発展したそれぞれのDDRプ
ログラムが実効性の伴うものであったのかを検討することも必要であろう。
実際に、 DDRプログラムが実施される段階は、狭義の平和構築と呼ばれる紛争直後から
開発までの、いわゆる「移行期」にあたる。しかしながら、 DDRが影響を及ぼす範囲は、
それぞれの平和構築が設計される平和創造の段階から、広義に捉えられる平和構築にまで広I'''''''IIT
59)篠田は、平和構築を、ある社会の平和を永続化させるための「包括的かつ統合的な戦略」を作成するための概念的
な枠組みと位置付けている。篠田前掲書21頁参照。
60)篠EEl前掲書63頁。
61)星野前掲書342頁。
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がると考えられる。国連の報告書にあったように、 DDRが、政治、安全保障、経済、社会
に影響を及ぼすゆえに重要であると捉えることもできるが、バーダルが述べたように、 「兵
士」が「市民」に還るという直接的な社会的転換の作用としてのDDRの重要性が理解され
るべきであろう.この転換とは、銃を鋤に持ち換えることによって、生きるために使用する
「道具」を転換する事であり、軍隊から農村、コミュニティへの帰還によって果たされる、
生きる「場」の転換であり、なによりも、これらの転換が、紛争から平和という大きな「社
会構造」の転換を支えるのである。社会が一体化したDDRを通じて、これらの転換を経験
する中で、より強固な平和構築の基盤が創出されるのである。
